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は じ め に

ヒキガエノレ （Bufobufo japonicus SCHLEGEL）は，昔より民話やガマ合戦として記録にも残されてお

り，また，人家付近でも普通に見られることなどから，もっともよく知られたカエルの一種で、ある。

このように，古くから知られているヒキガエノレではあるが，我国ではその研究は， 主として形態と分類に

関するものである〈岡田1930・1966，市川1951，中村・ 上野1963）。

生態に関するものは，産卵行動に関するものがほとんどで（岡田1930・1966，市川1951，中村・ 上野1963,

芹沢 ・金井1970，岩下 ・松井1973，岡田1974），食性 ・行動・生活場所などに関しては断片的な報告がある

にすぎない（市川1951，芹沢 ・金井1970，里子口1966〕。

その後，我国では， 1973年 5月より自然教育園において， ヒキカ守エノレ生態研究クツレープによって開始され

た調査で，ヒキヵーエノレの生態が次々に解明されはじめようとしている。 現在までに，個体群密度に関する研

究（金森1975），成長に関する研究〈久居1975）が発表されている。

なお，外国では主としてアカガ、エノレ1高 （RanaLINNE）の行動に関する生態学的研究が盛んに行なわれて

いる（Martof1953, Turner 1960, Dole 1965, Bellis 1965, Oldham 1967, Dole 1968, Haapanen 1971）。

しかし，ヒキガ、エノレ属（BufoLAURENTI）の行動に関する研究は比l絞的少ない（Turner1959, Breckenridge 

and Tester 1961）。

今回は， 1973年5月から1977年 3月までの 5年間に実施された33回（延日数70日〉の調査で明らかになっ

たヒキカ守エノレの行動の一部について報告する。

調査は，ヒキガ‘エノレ生態研究グループ（千羽晋示 ・菅原十一 ・矢野亮・久居宣夫，以上自然教育園，桜井

信夫，文化庁記念物課，金森正臣；大阪市立大学医学部〉によって実施されたものである。

本報告をまとめるにあたって， 研究クツレーフ。の諸氏ならびに調査に協力していただいた東京工業大学宮谷

晴久，京都大学宮前陸子，早稲田大学河西雅宣の各氏に， また，自然教育園で実施しているヒキガエ／レの野

外生態実習参加の実習生諸氏に，感謝の意を表する次第である。

＊匡！立科学博物館付属自然教育園

National Park for Nature Study, National Science Museum 
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1. 調査地および調査方法

調査地は，東京都のほぼ中央部，港区白金台5丁目 21番5号にある国立科学博物館付属自然教育園であ

る。調査地の総面積は20haで，海抜標高20～33mにあり，圏内の植生は，スダジイ林，マツ林， ミズキ ・ク

ワミズザクラ林，コナラ林および湿生草原である（沼田 ・手塚1966，奥田 ・宮脇1966，手塚1970）。

調査地の周囲は，高速道路及び高さ 2～2.5mのコ ンクリート壁で固まれ， 一部門の下部，壁の割目など

外部に通じている箇所はあるが， 外部とのヒキガ、エノレの出入りはほとんどないと恩われる。この閉鎖的な環

境が，ヒキガエノレの生態を調査する上で，非常に有

利な条件となっている。

調査方法は，圏内にある全長約2.0km，巾 1～4

mの観察路や建物の周辺部の植生の被覆していない

場所を，日没後暗くなってから見廻り，出現したヒ

キガエノレを対象とした。また，産卵期には，日没後

あるいは日中池に残ったヒキガエ／レを 6ケ所の産卵

池で調査した。

出現したヒキガエノレは，最初に捕獲した際に指切

断法により記号をした（図 1）。捕獲した個体は，

体重，体長，口幅（口の最大幅の部分〉を測定し，

個体番号，捕獲地点を記録し，放遂した。体重は，

100 g以下の個体は 1g目盛， 10og以上は 5g目盛

の椋秤で測定した。また，捕獲地点の記録は， 1000

分の し 500分の1の精密な地図を使用し，記入は

夜間でも捕獲位置が正確に確認できる自然教育園職

員が行った。

2. 調査の結果と考察

図1 記号の方法と測定部位

1973年5月から1977年3月までの 5年聞に実施した調査回数は 33回，延日数70日である〈表 1）。その問

記号をつけたヒキガエルの個体数は1718個体である。 そのうち最終調査日 (1977年2月・ 3月の産卵期〉に

新たに標識したのは78個体であるので， これを除いた1640個体中，再捕獲した個体は904個体，再捕獲率は

55.1%である。再捕獲の回数は表2のとおりである。

c 1） 行動域

Burt (1940）は，ネズミ個体群について，記号法を使って， 「動物の個体が採食 ・生殖 ・育仔という通常

の活動をするために動きまわる巣の近辺の地域」をホームレンジと定義した。 これは主としてネズミ類など

小捕手L類の研究に用いられているが， 広義には巣をもたなくても定住性の強い動物の行動範囲に用いられて

いるようである（村上1971，沼田1974）。

過去5年間のヒキガエノレの生態についての調査中， 特定な地点に結び付きの強い個体が存在するところか

ら，ヒキガエ／レにはホームレンジがあるのではないかという予想があった。
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表 1 調査年月日

1 1973. 5. 3 1974. 3. 8 11 12 

4 9 18 5.15 27 6. 7 

5 10 16 28 6.12 

6 15 19 6. 7 13 

2 6. 14 10 5. 4 8 29 7.13 

15 5 20 21 15 

16 6 22 30 9. 7 

3 6.30 11 6. 1 21 7. 5 9 

7. 1 2 6 31 10. 7 

4 7 12 7. 6 22 9.18 8 

8 7 19 32 11.10 

5 14 13 8.17 23 10.14 11 

15 18 16 33 1977. 2.26 

6 21 14 9. 7 24 11. 6 27 

22 8 7 3. 3 

7 10. 6 15 10.26 25 1976. 2.22 6 

7 27 24 9 

8 16 11. 21 27 10 

9 22 3. 3 16 

8 11 8 17 1975. 3. 9 26 5.11 26 

言語義務の Io /1十41ベ～61叶ト10/11～1 

妥エ／レの ／s資1521

5年間の調査記録から，7回以上捕獲されているヒキガエノレ（産卵期の捕獲は除く〉 は97個体である。 そ

の内94.8%にあたるの92個体は， 常にほぼ同ーの地点で捕獲されている。 残る 5個体も，ある時期移動し定

着しているか，また逆に定着していたものがあるH寺期に移動しているものである。捕獲回数14回以上の6個

体について年次ごとに地区｜に記入した（区12）。

調査範囲が園路上だけであるため，面積としては示すことはできないが， 布ll点の最も遠い位置の距離は

1973年～1976年の調査期間中に， No. 54は約27m,No. 1234は約46m,No. 110は約57m,No. 156は約28

m, No. 42は約70m,No. 137は約60mの範囲内でそれぞれ行動していることがわかった。なお，この 6個体

以外のヒキガエノレについても，ほぼ同織に，狭い範囲内で行動している ことがわかった。

これらのことから，ヒキガエノレはネズミ等とは異なり ，特定の巣は持たず，育仔する こともなく， また産

卵期には遠くの池に移動することはあるが，採卵l行動を中心とした日常活動においては特定の行動域がある

ということが考えられる。また，前述の92個体の中には，0才H寺から捕獲されている個体や 300gを越す老

熟個体等いろいろなステージが含まれていることから考えあわせると， ヒキガエノレは，その一生をほぼ同じ

行動域で過ごすと考えられる。

なお， アメ リカのミ シガン地方の Ranaclamitausでの研究（Martof1953〕， カリフォノレニア地方の

Bufo punctatusでの研究 （Turner1959），ミネソタ地方の Bufo hemiophrysでの研究（Brechenri dge 
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図2 ヒキガエルの捕獲地点、
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1961), ミシガン地方 Ranapipiensでの研究（Dole1965), ミネソタ地方の Rana sylvatica での研究

(Bellis 1965), そしてノルウエーの Tykolanjarvi湖の Ranaternρor aria L と Rana arvalis Nilss 

での研究（Haapanen1970）等においても，それぞれのカエルが行動域をも っていることが報告されてい

る。 また，この行動域は， オスとメスあるいは個体の大きさでの差はないという報告もある（Bell!s 1965, 

Haapanen 1970〕。

しかし，ヒキカ守エノレの個体の行動域の函積については，まだ明らかではない。

現在ヒキガエ／レにテレメーターをとりつけ調査中であるので， 近年中には報告することができると思われ

る。

(2) 行動域は，いつ決定されるか

前項でヒキガエノレは特定の行動域を持ち．日常の生活はそこで行なわれることを述べた。 この行動域を持

つのはヒキカ守エノレの一生の内で，どの時期に決定されるのであろうか。 閤内の産卵池は6ケ所であるが，産

卵池の付近ばかりでなく，全国にそれぞれのヒキガ、エルが特定の行動域を持っていることから考えると，産

卵池から分散．移動してきたことは確かである。普通， 3月上旬に産卵されたヒキガエ／レの卵は， 4月上旬

にオタマジャクシとなり， 5月上旬には後肢の肢芽が認められる。 やがて 5月下旬になると，子ガエノレとな

って陸上生活を行なう。そして， 6月上 ・中旬には池から20～30m陥れた地点で，体重lOOmg前後の子ガエ

ノレが多数捕獲されるが（宮前1976），その後は分散してしまうため，捕獲しにくい。しかし， 8月になると夜

間調査中に，体重から推定して（久居1975), 0才時の子カ、エルを園路上で捕獲することができる。

秋に 0才時で捕獲され，その

後の調査時に 4回以上捕獲され

ている個体をひろいあげてみる

と75個体ある。その内，初めて

捕獲された地点で，その後も

捕獲されている個体が64個体

(85. 3%）ある。また，残りの

内10個体は，翌夏2度目に捕獲

された地点から移動していな

い。これは， 0才時の秋に捕獲

された時は，分散していく移動

中とも考えられる。

このことから， O才時の秋

に， ヒキカ守エノレが一生住むであ

ろう行動域を決定するというこ

とが推測される。但し残り 1個

体は， 2才If寺，とすみ場所を移

動している。

また， 1才H寺の夏はじめて捕

獲し，記号され，その後4回以

上再捕獲されているヒキガエノレ

をひろいあげてみると99個体い

① 産卵，也

• a才秋に捕獲

l才夏に捕獲

図3 子ガエルの捕獲地点
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る。 その内の95個体（96.0%）は，その後も初めて捕獲された地点付近に行動域を持ち，生活している。残

り4個体についても 2度目に捕獲された地点付近で行動域を持ち生活している。

これら l才11寺の夏にはじめて捕獲されたヒキガエノレは， 0才H寺の秋にはすでに行動域に定着していたのか

もしれないが， 野外調査の際には捕獲されなかったとも推測される。o才時の秋，1才時の夏に捕獲された

ヒキカ寺エノレの捕獲地点を地図上に落とすと図 3のようになる。

自然教育園には産卵池が6ケ所あり， どこの池から移動してきたかは明らかではないが， O才時の秋には

圏内のかなり広い範囲にわたって分散している。

なお， O才時の秋に捕獲されたヒキカ守エノレの体重 ・個体数の月別割合は表3に示した。 これ らは 4年分

の調査を一括したものである。0才H寺のカエルか， 1才時のカエルかの判定は，久居のヒキガエ／レの生長

(1975）によっfこ。

表3 O才ガエルの体重，個体数の月別割合

よ~I 8 9 10 11 計

61～70 

51～60 

41～50 4 

31～40 4 I 13 

21～30 7 I 17 

11～20 5 I 23 

1～10 6 

以上のことから，ヒキガエ／レは，生まれた年の秋，体重が 5～53gc多くは20～30g)で，すでに特定の

行動域を決定すると推測される。

c 3) 産卵期の行動

前述のとおり，ヒキガエ／レは生まれた年の秋までには産卵池から分散し，行動域を決定し，その後はこの

行動域の範閤内で採食行動を中心とした日常生活を行なうことが推測lできる。

しかし，産卵期の行動は，日常の生活とは全 くことなった行動をとるようになる。 自然教育園には，武蔵

野植物教材圏内の小池，イモリの池，水鳥の沼，実験畑の水槽， 水生植物教材園，食草園のフレームの 6ケ

所の産卵場所がある。ヒキガエノレは， それぞれの行動域から各池に産卵にやってくるのであるが，雌雄別の

歩行距隊（行動域と産卵池を直線で結んだ距離であるので， 実際にはもっと距離が増すと恩われる〉は表4

のとおりである。この結果，特に雌雄の歩行距離に差は認められなかった。

なお，最長距離は No.655の約504m，最短距離は No.48などの約12m である。

東京 ・八王子における報告（芹沢 ・金井1970）では，産卵のための行動範囲は500～600mといわれてい

る。自然教育園は，たて約550m，よこ約400mのほぼだ円形をしていること， しかも，周囲はコンクリ ート

塀に囲まれているため，ヒキガエ／レの行動には制約が加え られていると思われる。

また，武蔵野植物教材園内の小池，イモリの池，水生植物教材閤，水鳥の沼，食草園のフレームの 6ケ所

の産卵池に集まったヒキガエノレは図4の通りである。 これによると，圏内の各所から集まっていることと，

例え近くに産卵池があっても，蛙合戦に参加することなく， 遠くの池に産卵に行っている個体があることが
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表 4 産卵期の移動距離
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わかる。

現在まで産卵期は 4年にわたって調査している。

年が異なる産卵期に 2期以上捕獲されているヒキカ、

エルは77個体 （表5）である。この内， 4年連続産

卵池で捕獲された個体は 2個体あるが，この 2個体

は4期とも同じ産卵池で捕獲されている。また 4年

間の内 3期捕獲されたものが18個体あるが，その

内 3期とも同じ産卵池で捕獲された個体が 13個体

(72. 7%），残り 5個体は 2期間じ産卵池だが， 1

期は他の産卵池で捕獲されている。また，産卵池で

2期捕獲されているヒキガエノレは57個体ある。その

内2期とも同じ産卵池で捕獲されているのが53個体

(93. 0%）ある。

このことから，ヒキガエノレの多くの個体は毎年同

じ産卵池に来る，また近くに産卵池があってもわざ

わざ遠くの池へ行く個体もあることがわかる。一方

八王子真覚寺で行なわれた調査でも，真覚寺でバン

ドをつけたヒキガエ／レは他の寺の産卵池には行かず， 真覚寺の産卵池にしか出現しなかったという報告もあ

る（芹沢 ・金井1970）。

また，カナダのオンタリオ地方で Ranaclamitausを調査した結果によると，産卵のために約500mの離

れた地点からやってくるが， ほとんどの個体は，毎年のように特定の産卵場所の，しかも特定の地点に強い

執着を示したという報告もある（Oldham 1967）。

このようにカエノレは，毎年のように同じ産卵池を訪ずれることから， 帰巣能力があると考えられている。

次の項も含めて，後にくわしく考察してみたい。

fそ／
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＼ 

．ヒキガエJレの
日常の行動域

図4 各産卵池にやって来たヒキガエルの日

常の行動域

( 4) 産卵後の行動

ヒキカ、エ／レは 3月上旬ごろ，産卵のため圏内の各所から， それぞれ決った産卵池に集まり，いわゆる蛙合

戦を行なう。

しかし，ヒキガエルは， この蛙合戦を終えると他の場所へ再び移動するわけであるが，どこへ帰るかは，

いままでは明らかではなかった。
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A 武蔵野植物教材園の小池

D 水鳥の沼

B 水生植物教材園

E 実験畑の水槽

c イモリのj也

F 食草園のフレーム

そこで，従来の調査記録より，産卵期前に捕獲され， そして産卵池で捕獲され，さらにその後捕獲された

ヒキガエルをひろいあげてみると， 72個体ある（図 5）。この内，産卵期前に生活していた行動域から産卵池

に来て，産卵期後，再びもとの行動域に戻っている ヒキガエノレが 64個体 （88.9%）ある。中でも No.117は

4期， No.112, No. 442, No. 841は3期産卵に参加し，再々もとの行動域へともどっている。また，No.665 

は直線距離にして約500mを産卵のために往復したことになる。
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図5 産卵後もとの行動域へ戻ったヒキガエル （数字は，個体の記号番号〉

？は日常の行動域に戻らない個体

残る 8個体は，行動域からやや離れた地点で捕獲されている。 しかし， Zの8個体の捕獲時期がいづれも

5月～6月上旬，または11月の調査時である。今後，産卵期直前直後の行動，すなわち，産卵期にそなえて

秋に産卵池付近まで移動するのか，あるいは産卵直後，産卵池の付近で仮眠し， その後移動するのかが明ら

かになれは＼この疑問も解明されるかもしれない。今後の研究の成果に期待したい。

いづれにしても多くのヒキカcエ／レは産卵のため，産卵池にやってきて，終了後は再び，もとの日常生活を

行っていた行動域に戻るという帰巣性があると推察される。

なお，外国ではこのカエルの帰巣性を確かめた研究や実験がいくつかある。Rana ＃》•iens は，雨の夜行

動域を離れ，長い旅行を行なう 。 しかし，永住に適した場所があっても必ずもとの行動域に戻るという報告
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がある（Dole1965），また Ranaclamitansあるいは Ranapψiens を使った笑験では， 捕えた場所か

らlkmぐらい離れた場所で放しても，もとの場所にもどるし，めくらにしたカエルでも 800m位の距離では

もとの場所にもどるといわれている。しかし， 3km位の遠距離に移動したカエルは， もとの場所にもど

ることができず，もといた場所によく似た場所を探し，定着するという報告である（Oldham1967, Dole 

1968〕。

帰巣能力を持つ動物はいくつか知られている， デンショパトは，学習した目印を視覚で定位し，波り鳥

は，太陽や星を目印としている。また，サケ属の魚は， 主と してl奥覚による定位と大洋中では太陽の位置を

目印にしているといわれている。 しかし，カエノレは前述のように遠距雌では帰巣することができなくなるこ

と，めくらのカエ／レでも帰巣することができることなどから， 視覚ではなく l奥覚の指示が最も大きいと考え

られている（Oldham1967）。

また，このような帰巣性があるということと， 前項で述べたように，例え近くに産卵池があってもわざわ

ざ遠くの産卵池に毎年のように産卵に行く個体が多いところから， サケ ・マスなどが解化 ・発育した生まれ

故郷の河に産卵にもどると同じように， ヒキガエルも産まれ故郷の池に産卵に来るのではないかと推測され

る。

京都のある寺の僧侶の長年の観察によると，解った子ガエ／レが再びもとの生まれた池に帰るという報告が

ある〔岡田1974）。しかし，この報告の調査法については定かではない。今後生態学的手法で，ヒキガエノレの

帰巣性についてさらに明らかにしてみたいと思っている。

まとめ

東京都港区の自然教育圏内において， 1973年5月から1977年3月の5年間に， 33回（延日数70日〕ヒキガ

エノレの生態調査を実施した。

調査は，指切断法によって記号をし， 体重 ・体長 ・仁l幅 ・体色 ・雌雄・捕獲地点などをiJllj定・記録し放遂

した。

本報告は，同一個体の追跡によってヒキガエノレの行動を調べ，次の結果を得た。

1. ヒキガエ／レは，採餌行動を中心とした日常活動において，特定の行動域があると推測される。

2. そして，このヒキガエルの行動域は，多くは 0才H寺の秋に決定されると推測される。

3. 産卵場所は，必ずしもそのヒキガエノレの行動の近くの池とはかぎらない。 また，ヒキガエノレの多くの

個体は，毎年同じ産卵池に来る傾向がある。

4. ヒキガエノレには，産卵後再びもとの行動域へ戻るという帰巣性があると推測される。
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Summary 

1. We made an ecological study of the Japanese toad (Bufo bufo jaρonicus SCHLEGEL) total 70 

days in five years from may 1973 to march 1977, at the National Park for Nature Study, Minato-

ku, Tokyo. 

The results are follows; 

2. It seems that toads have cruising range to eating habits. 

3. This cruising range seems to be settled in autumn, when toads ar巴 zeroyear old. 

4. The breeding ponds are not always near their cruising range. 

Each individual has its own breeding pond and come there to breed. 

5. Toads seem to have homing ability, after breeding they r巴turnto th巴 formercruising range 




